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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柔軟で弾性の圧縮可能な第1材料を含む、円周方向に連続した本体部と、
　前記本体部から延び、かつ、前記第１材料を含む、円周方向に連続したスカート部と、
　前記本体部によって保持された、前記第１材料よりも硬質の第２材料を含む、インサー
トと、
を有するリングシールであって、
　前記スカート部は、圧縮されない状態の断面において、軸方向に延在する内側脚と、軸
方向に延在し、前記内側脚に隣接し、かつ、前記内側脚から半径方向に間隔をおいて配置
された外側脚と、前記内側脚と前記外側脚との間に設けられた凹部と、を含み、
　圧縮された状態において、前記凹部が、少なくとも部分的に崩れると共に、前記内側脚
及び前記外側脚における各内面が、互いに向けて移動するように構成され、そして、
　前記インサートには、前記本体部によって少なくとも部分的に取り囲まれたアンカー部
と、前記アンカー部から延設され、かつ、前記本体部の半径方向の最外面から半径方向外
向きに延設されて前記リングシールの半径方向の最も外側の構造を構成する、露出部と、
が設けられている
ことを特徴とするリングシール。
【請求項２】
　前記本体部が、半径方向において最大寸法を有し、
　前記スカート部が、前記軸方向において最大寸法を有していることを特徴とする請求項
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１に記載のリングシール。
【請求項３】
　前記本体部の軸方向の最下面と前記スカート部の半径方向の最外面とが交差するところ
に、前記リングシール使用時に、圧縮を受けた前記本体部及び前記スカート部の移動を促
す溝が形成されていることを特徴とする請求項２に記載のリングシール。
【請求項４】
　前記本体部が、前記軸方向の最上面に配置されたシールビーズを有し、そして、前記シ
ールビーズと前記軸方向の最上面とが第１シール面を構成することを特徴とする請求項１
に記載のリングシール。
【請求項５】
　前記内側脚と前記外側脚との間に延びる複数の中間壁によって、前記スカート部の周囲
から円周方向に間隔を置いて配された複数の別途の凹部が形成されていることを特徴とす
る請求項１に記載のリングシール。
【請求項６】
　前記リングシールが圧縮されない状態では、前記スカート部における前記内側脚と前記
外側脚とが互いに同一の外延を有し、かつ、互いに、及び、前記リングシールの中心軸に
対して平行して配置されていることを特徴とする請求項１に記載のリングシール。
【請求項７】
　前記リングシールには、
　前記本体部における軸方向の最上面上に配され、かつ、前記リングシールが圧縮されな
い状態において前記半径方向に延設された第１シール面と、
　前記本体部における軸方向の最下面上に配され、かつ、前記リングシールが圧縮されな
い状態において前記第１シール面に平行して前記半径方向に延設された第２シール面と、
　前記スカート部における半径方向の最内面上に配され、かつ、前記リングシールが圧縮
されない状態において前記軸方向に延設された第３シール面と、
　前記スカート部における半径方向の最外面上に配され、かつ、前記リングシールが圧縮
されない状態において前記第３シール面に平行して前記軸方向に延設された第４シール面
と、
が設けられていることを特徴とする請求項１に記載のリングシール。
【請求項８】
　前記インサートが、環状であり、
　前記インサートには、前記インサートの周囲から円周方向に間隔を置き、かつ、互いに
離れて配置された複数の開口が形成され、そして、
　前記開口を通って延設された前記本体部の前記第１材料によって、前記アンカー部にお
いて前記インサートと前記本体部間に機械的相互接続が形成されている
ことを特徴とする請求項１に記載のリングシール。
【請求項９】
　前記アンカー部が、全ての面において、前記本体部における前記第１材料によって完全
に取り囲まれ、それにより、前記インサートが前記本体部に固定されていることを特徴と
する請求項１に記載のリングシール。
【請求項１０】
　前記露出部には、前記リングシールにおける半径方向の最外端を構成する自由端が設け
られ、
　前記露出部には、半径方向に関して角度をなす屈曲部と、前記屈曲部から延びる傾斜し
た外面と、が設けられ、そして、
　前記外面が、ジョイントが組み立てられたときに、容器の部品に当接するように配置さ
れていることを特徴とする請求項１に記載のリングシール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この出願は、２００８年１０月３１日付けで提出した米国仮出願第６１／１１０，２３
６号に基づく優先権を伴うものである。
【０００２】
　この発明は、シール、特に、シールジョイント（seal joint）に用いるリングシール（
ring seal）に関する。
【背景技術】
【０００３】
　自動車用燃料システムシールは、部品間に液密ジョイント（fluid-tight joint）を造
る様々な分野において広く使われている変形可能なポリマー成分を含んでいて、通常リン
グ形状の軸方向シール（ring-shaped axial seal）及び半径方向シール（radial seal）
、又は、Ｏ－リングを含んでいる。使用の際に、半径方向シールは、半径方向シールの断
面における半径方向の内面及び外面上のシール中心線に垂直な半径方向に圧縮されるが、
軸方向シールは、軸方向シールの断面における軸方向に対向する面上のシール中心線と平
行な軸方向に圧縮される。
【０００４】
　軸方向シールは、容器（container）のシール開口に広く使われている。例えば、軸方
向シールは、燃料タンクの開口を塞ぐのにしばしば使われ、かつ、プラグ（plug）と燃料
タンク壁間のフランジ型ジョイント（flange-type joint）に配置されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、自動車用燃料システム等に用いられるシールを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のリングシールに係る１つの具体例は、本体部と、スカート部（skirt portion
）と、インサート（insert）と、を含み得る。前記本体部は、第１材料を含んでも良い。
前記スカート部は、前記本体部から延び、かつ、前記第１材料を含み得る。前記スカート
部には、圧縮されない状態の断面において、内側脚と、外側脚と、凹部とが設けられてい
る。ここで、前記凹部は、前記内側脚と前記外側脚との間に設けられている。前記スカー
ト部が圧縮されるとき、又は、圧縮された状態において、前記凹部は少なくとも部分的に
又は完全に崩れ、そして、前記内側脚及び前記外側脚における各内面が、互いに向けて移
動する。前記インサートは、前記本体部によって保持され、かつ、第２材料を含む。この
第２材料は、前記第１材料よりも硬質である。前記インサートには、アンカー部と、露出
部と、が設けられている。前記アンカー部は、前記本体部によって少なくとも部分的に取
り囲まれている。前記露出部は、前記アンカー部から延設され、かつ、少なくとも一部が
前記本体部の外側に配されている。
【０００７】
　シールに係る１つの具体例は、本体部と、スカート部と、インサート部と、を有する。
前記本体部は、半径方向において最大寸法を有する。前記本体部は、第１材料を含み得る
。前記スカート部は、前記本体部から概して垂直方向に延設されている。前記スカート部
は、前記第１材料を含み得る。前記スカート部は、前記軸方向において最大寸法を有する
。前記インサートは、前記第１材料よりも硬質の第２材料を含み得る。前記インサートに
は、アンカー部と、露出部と、が設けられている。前記アンカー部は、前記インサートを
前記本体部に固定できるように、全ての面において、前記本体部の前記第１材料によって
完全に取り囲まれている。前記露出部は、前記アンカー部から延設され、前記本体部の外
側に配置され、かつ、シールの半径方向における最も外側の構造を構成する。言い換えれ
ば、前記露出部は、シールにおけるどの構造よりも半径方向外向きに遠くまで延設されて
いる。前記露出部には、半径方向に関して角度をなす屈曲部と、前記屈曲部から延びる傾
斜した外面と、が設けられている。前記傾斜した外面が、ジョイントが組み立てられると
、容器の部品（構成要素）に当接されるようになる。
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【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係るリングシールを用いた場合、組み立てられた状態又は組み立てされていな
い状態で起こり得るか、若しくは、加圧若しくは真空状態によって引き起こされ得るリン
グシールのローリング（rolling）、カーリング（curling）、ねじり（twisting）、その
他のミスポジション（misposition）を制限し、又は、それらを完全に防止することがで
きる。
【０００９】
　本発明の好ましい具体例については、願書に添付した図面に基づいて詳細に説明してい
く。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、リングシールの具体例の斜視図である。
【図２】図２は、図１のリングシールの断面図である。
【図３】図３は、図２に丸く囲んだ部分の拡大図である。
【図４】図４は、図１のリングシールの底面図である。
【図５】図５は、図１のリングシールに用いられるインサートの具体例の上面図である。
【図６】図６は、図５に丸く囲んだ部分６の拡大図である。
【図７】図７は、図１のリングシールを備えたフランジ型ジョイントに係る具体例を示す
図（組み立てられていない状態）である。
【図８】図８は、図７のリングシールとフランジ型ジョイントとを組み立てた状態を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　リングシール（ring seal）に係る一の具体例は、円形の、円筒状の形状を有している
ので、その形状に関して様々な方向を定めている。例えば、用語「軸方向（axially）」
とは、その形状の仮想の中心軸（Ｃ）に概して平行な方向をいい、用語「半径方向（radi
ally）」とは、前記中心軸（Ｃ）から延びる複数の仮想半径のうちいずれか一つに概して
平行な方向、又は、それに沿った方向をいう。また、用語「円周方向（circumferentiall
y）」とは、前記形状の仮想の外周又は円周（circumference）に沿った方向をいう。
【００１２】
　図面には、リングシール１０に係る一の具体例（圧密（pressure-tight）及び液密（fl
uid-tight）シール提供するために自動車用燃料タンクのフランジ型ジョイントに用いら
れる。）が示されている。このリングシール１０は、組み立てられた状態又は組み立てさ
れていない状態（即ち、分解状態）で起こり得るか、若しくは、加圧若しくは真空状態に
よって引き起こされ得るリングシールのローリング（rolling）、カーリング（curling）
、ねじり（twisting）、その他のミスポジション（misposition）を制限し、又は、それ
らを完全に防止するように設けられている。図面には自動車用燃料タンクが示されている
が、リングシール１０は、液密シールを必要とするその他の用途（例えば、自動車におけ
る別の容器（vessel）、並びに、レクリエーション用、海上用、産業用、園芸用、及び、
農業機械の容器など）に用いることができる。また、図面には、締め付けリング（clampi
ng ring）を有するフランジ型ジョイントが示されているが、リングシール１０は結合ス
レッド（mating thread）（即ち、メーソンジャージョイント）を有するフランジ型ジョ
イント、及び、非フランジ型ジョイントにも用いることができる。
【００１３】
　図７及び８に基づくと、燃料タンク１２は、その自動車エンジンのために燃料を貯蔵す
る。この燃料タンク１２は、キャップ１８を収容する開口１６を形成する壁１４を有する
。その開口１６は、前記壁１４から延びるリップ（lip）２０によって形成されている。
キャップ１８は、燃料フィラーパイプ又は燃料配送モジュールと共に用いられるが、前記
燃料フィラーパイプ又は燃料配送モジュールの両方はプラグ（plug）を通るか若しくはそ
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のプラグからつるされた様々な部品を有し得る。キャップ１８は側壁１８とフランジ２４
とを有し得る。その側壁２２は、燃料タンク１２の開口１６内に収容され得る部分を有し
、かつ、概して軸方向に延びている。そのフランジ２４は、前記側壁２２から外向きに、
若しくは、横方向に、又は、前記側壁２２に垂直な方向に延びる。開口１６及び／又はリ
ップ２０の周辺は、フランジ２４の少なくとも一部によって覆われている。締め付けリン
グ２６は、リングシール１０及びキャップ１８上に配置されて、開口１６を取り囲んでフ
ランジ型ジョイントを形成する。むろんフランジ型ジョイントが、図面に示された部品よ
り少ない部品を有しても、それより多い部品を有しても、或いは、それ以外の異なる部品
を有しても良い。例えば、フランジ型ジョイントを固定するために更なるファスナーを用
いても良く、開口１６が専ら壁１４によって形成され、若しくは、前記壁と同一平面上に
ある場合、リップ２０を省略しても良く、そして、前述のとおり、フランジ型ジョイント
がメーソンジャージョイントであっても良い。
【００１４】
　リングシール１０は、その大きさ及び形状の面で、開口１６に相補的である。図１～３
によれば、リングシール１０は、環状の形状を有し、かつ、緩やかな（relaxed）又は加
圧されない状態の断面（図３）において、概してＬ字形をなしている。この図面によれば
、リングシール１０は、本体部２８と、スカート部（skirt portion）３０と、インサー
ト（insert）３２と、を有している。
【００１５】
　本体部２８は、スカート部３０から横方向に（例えば、半径方向に）延び、かつ、場合
によっては、スカート部に対してほぼ直角をなし得る。後述するように、本体部２８は、
インサート３２を保持し得る。本体部２８は、軸方向の最上面４５上に第１シール面３４
を有し、かつ、軸方向の最下面４７上に第２シール面３６を有し得る（ここで、「最上」
、及び「最下」は、図面に示されたシールの方向に基づく。）。半径方向の最外面３８は
本体部の一面を形成し、そして、半径方向の最内面４０は、その反対側を形成し、かつ、
中心軸Ｃに対し若干角（例えば、１５°）をなし得る。軸方向の最上面と半径方向の最外
面３８間のエッジは、それに配された（面取りした）面（chamfer）４２を有し得る。本
体部２８は、軸方向の最上面（平坦な部分をいう。）４５から突設されたシールビーズ（
sealing bead）４４を備えている。一例において、シールビーズ４４は、軸方向の最上面
（平坦な部分をいう。）４５から軸方向に約０．５ｍｍ（距離）程度上向きに突設されて
いる。その距離は、それより長くも短くも設定することができる。このシールビーズ４４
は、本体部２８の周囲に円周方向に連続して設けられている。フランジ型ジョイントが組
み立てられると、シールを形成する他、シーリングビーズ４４は、（組み立てられた際に
）比較的ストレスが増加され、かつ、集中されやすい本体部２８の部位を強化し得る。
【００１６】
　本体部２８の軸方向の最下面とスカート部３０との間には、溝４６が形成され得る。こ
の溝４６は、フランジ型ジョイントが組み立てられる際に、移動（例えば、曲げ（bendin
g）、又は、偏向（deflection））を促し得る。同様の溝を有しないリングに比べて、リ
ングシール１０はより大きい圧縮柔軟性（compressive flexibility）を有するようにな
るので、周辺部におけるテアリング（引裂）を防止する役割をすることができる。
【００１７】
　スカート部３０は、リングシールのぐらつき（動揺）を防止することによって、リップ
２０に対してリングシール１０の位置を維持することを可能にし、かつ、若干異なる直径
を有する異なるキャップ１８及び若干異なる直径を有する異なる開口１６を収容すること
ができる。後者は、製造トレランス（preparing tolerance）のために起こり得る。図３
及び４に基づくと、スカート部３０は第１脚若しくは内側脚（inboard leg）４８と、第
２脚若しくは外側脚（outboard leg）５０と、及び、それらの脚の間に設けられた１以上
の凹部５２と、を有する。この内側脚及び外側脚４８、５０は、同一の外延を持ち、互い
に対し概して平行に設けられ、かつ、中心軸Ｃに概して平行に設けられ得る。内側脚４８
は、半径方向の最内面５５上に第３シール面５４を有し、かつ、前記凹部５２の一部を形
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成する内面５６を有し得る。内側脚４８の自由端５８は平面をなし得る。
【００１８】
　外側脚５０は、その半径方向の最外面６１上に第４シール面６０を有し、かつ、凹部５
２の一部を形成する内側面６２を有し得る。外側脚５０の自由端６４は、面取りされ、か
つ、先が細くなっている。各々の凹部５２は、内側脚及び外側脚４８、５０のための空間
を提供して、組み立ての際に、崩れて互いに向かって移動する。したがって、スカート部
３０は、凹部５２を有しないスカート部に比べてより大きく圧縮される。その後、このリ
ングシール１０は、異なる開口１６及び異なるキャップ１８を収容することができる。例
えば、各凹部５２は、より大きい直径を有するプラグに対してより大きく崩れ、かつ、よ
り小さい直径を有するプラグに対してはより少なく崩れるが、いずれにせよ、依然として
リングシール１０の位置及び有効性を維持している。各凹部５２は、圧縮されない状態の
断面において、概してＵ字形を有し得る。一例において、各凹部５２は、圧縮されない状
態の断面において、約２ｍｍの半径方向の長さ（距離）を有し得る。むろんそれ以外の長
さを有することも可能である。図４に示したとおり、凹部５２は、リングシール１０の周
囲に円周方向に間隔をおいて配置され得る。また、隣接する各凹部は、中間壁６６によっ
て分離され得る。中間壁６６は、内側脚４８と外側脚５０との間で半径方向に対して傾斜
され、かつ、前記脚と同一の外延を持ち得る。中間壁６６は、スカート部３０の圧縮、及
び、各凹部５２の崩れ（collapse）又は変形を可能にしつつ、スカート部３０を構造的に
支持する。
【００１９】
　インサート３２は、リングシール１０がフランジ型ジョイントに用いられるときに、ロ
ーリング、カーリング、ねじり、及び、その他のミスポジションを防止する役割をする。
このインサート３２は、本体部２８に剛性（stiffness）を与えるか、又は、前記本体部
２８の剛性を補強するので、リングシール１０は開口１６内にリップ２０に接触して配置
される。インサート３２は、使用の際に適当な圧縮を可能にしつつも、本体部２８に構造
的一体性を提供し得る。フランジ型ジョイントを組み立てる際に、インサート３２は、リ
ングシール１０が適切に配置されたことをアセンブラ（assembler）の方に視覚的に示し
得る。一例において、インサート３２は約４．２ｍｍの半径方向の長さ（全長）を有し得
る。むろん、インサートがそれとは異なる半径方向の長さを有することもあり得る。図３
、５、及び、６によれば、インサート３２は、アンカー部（anchor portion）６８と、露
出部（exposed portion）７０と、を有する。
【００２０】
　アンカー部６８は、本体部２８に埋め込まれ、又は、保持されて、本体部によって取り
囲まれ、それにより、その中にインサート３２をしっかりと固定する。埋め込まれると、
アンカー部６８は、インサート３２と本体部２８間の機械的相互接触を形成することがで
きる。一例において、アンカー部は本体部２８内に埋められる。ここで、埋められた半径
方向の全長は、約２．６ｍｍである。むろんその他の全長を有しても良い。用いられた材
料によっては、アンカー部６８は、必ずではないが、それを直接的に取り囲む本体部２８
と化学結合を形成し得る。軸方向において、アンカー部６８は、本体部２８の軸方向の全
長の中ほどに配され得る。アンカー部６８は、開口７２のような１以上の接続部材（conn
ection feature）を含み得る。この接続部材は、フランジ、突起部、例えば、ローブ又は
リベット（本体部２８がそれに関して形成され、又は、収容されて、インサート３２と本
体部２８間の機械的相互接続を提供する。）を含むそれ以外の別の形態を有し得る。開口
７２及び／又は別の接続部材（独立して、又は、組み合わせて用いられるもの）は、イン
サート３２の周囲で円周方向に間隔をおいて配置され、かつ、互いに均等又は不均等に間
隔をおいて配置され得る。本体部２８をなす材料は、開口７２を通って延設されて、イン
サート３２と本体部２８間の更なる機械的相互接続を形成する。別の具体例によれば、ア
ンカー部６８は、必ずしも開口７２を有しなくても、インサート３２とアンカー部２８間
の十分な機械的相互接続を形成し得る。
【００２１】
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　露出部７０は、アンカー部６８から本体部２８の外側の方に延設されている。露出部７
０は、本体部２８の半径方向の最外面３８から半径方向外向きに延設されて、リングシー
ル１０の半径方向の最も外側の構造を構成する。したがって、アセンブラは、露出部７０
を容易に目にして、リングシール１０を適切に位置づけることができる。露出部７０は、
自由端７７まで延びる角をなす（傾斜した）隣接した外面７６につながる屈曲部７４（be
nd）を有し得る。前記角度をなす外面７６は、半径方向に関して約４５°の角度をなし得
る。その他の角度をもなし得ることはいうまでもない。
【００２２】
　本体部２８及びスカート部３０は、インサート３２とは異なる材料で構成され得る。例
えば、インサート３２は、本体部２８及びスカート部３０よりも硬質の（rigid）材料で
構成され得る。一例において、本体部２８及びスカート部３０は、比較的柔軟で、かつ、
弾性の材料、例えば、熱可塑性、熱硬化性プラスチック、又は、エラストマーなどで構成
され得る。一例において、本体部２８及びスカート部３０は、フルオロエラストマー（Ｆ
ＫＭ）ゴムで構成され得る。別の例において、本体部２８及びスカート部３０は、比較的
高いＦＫＭフッ化炭素含量を有する蒸気不透過性ポリマー（vapor-permeation-resistant
 polymer）、例えば、登録商標「ビットン」（Viton）（デラウェア州、ウィルミントン
所在のデュポン・ダウえらストマー社から入手可能である。）などで構成され得る。別の
例において、本体部２８及びスカート部３０は、液体燃料抵抗性エラストマー（liquid-f
uel-resistant elastomer）、例えば、ニトリルエラストマー（nitrile elastomer）、フ
ルオロ－シリコンゴム（fluoro-silicone rubber）、ブチレン－ニトロールエラストマー
（butylene-nitrol elastomer）、又は、低ＦＫＭ含量のエラストマーで構成され得る。
その他の材料をも用いられることはいうまでもない。
【００２３】
　一方で、インサート３２は、金属、ポリマー、又は、複合体（composite）のような比
較的硬質の材料で構成され得る。一例において、インサート３２は、ポリアミド（ＰＡ）
ポリマーで構成され得る。別の例において、インサート３２は、４１０Ｓスプリングで緩
和されたステンレス鋼（410S spring tempered stainless steel）、又は、亜鉛めっき普
通炭素鋼（zinc-plated plain carbon steel）で構成され得る。別の例において、インサ
ート３２は、６０％まで充填されたガラス又はミネラルフィラーを有するか、又は、それ
を有しない熱硬化性材料又はナイロンを含む比較的硬質のポリマー材料で構成され得る。
別の例において、インサート３２は、ＰＰＡ，ＰＰＳ，Ｕｌｔｉｍ，又は、剛性を持たせ
るために製造されたその他の工業用ポリマー（engineered polymer）で構成され得る。
【００２４】
　リングシール１０は、様々な方法によって製造され得る。その方法は、インサート３２
用材料、本体部２８及びスカート部３０用材料に基づいて異なってくる。一例において、
インサート３２は、第１射出成形法（first injection molding process）により別途製
造され、その後、ダイの空洞内に配置及び保持され、その後、その空洞が溶融材料で満た
されて、本体部２８及びスカート部３０が形成される。溶融材料は開口７２を通って、そ
こで固化される。別の例において、本体部２８及びスカート部３０は、全ての構成要素（
即ち、部品）の材料が同じ空洞にて注入されるコインジェクション成形法（coinjection 
molding）によって、共に形成され得る。それ以外の製造方法、例えば、非射出成形法、
その他の射出成形法を用いることも可能である。また、インサート３２は、必ずしも本体
部２８内に配される必要はなく、その代わりに、半径方向の最外面３８に付着させるなど
して、本体部によってインサート３２を保持させることも可能である。
【００２５】
　一般的に、リングシール１０は、組立て（assembly）状態又は分解（disassembly）状
態に起こり得るか、又は、加圧又は真空状態によって引き起こり得るリングシールのロー
リング、カーリング、ねじり、及び／又は、その他のミスポジションを制限し、又は、完
全に防止するように構成され得る。これらの目的のうち少なくとも一部は、リングシール
１０における特定の構造、及び、それらの特定の構造間の関係によって達成され得る。例
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えば、図３によれば、本体部２８の最大寸法は、半径方向の長さＬ1であり得る。一の例
において、この長さＬ1は、９．０ｍｍである。スカート部３０の最大寸法は、軸方向の
高さＨ1である。一の例において、この高さＨ1は、約５．７ｍｍである。また、リングシ
ール１０の軸方向の全高Ｈ2は、約１１．９ｍｍである。前述した構造及び関係がリング
シール１０に存在する必要はなく、そして、前述した寸法全ては、実施例によって異なり
得る。
【００２６】
　図７及び８によれば、アセンブリにおいて、リングシール１０は、開口１６の周囲に、
かつ、リップ２０の上部に配置される。本体部２８は、リップ２０の上部面に接触して配
置され、そして、スカート部３０は、開口１６の内面に接触して配置されている。リング
シール１０は、インサート３２の剛性（つまり、本体部２８より硬質である。）に部分的
に起因して、その位置に保持される。キャップ１８は、開口１６内に、かつ、リングシー
ル１０の上部に配置され得る。側壁２２は、スカート部３０に当接し、そして、フランジ
２４は本体部２８に当接し得る。その後、締め付けリング２６は、キャップ１８、リング
シール１０、及び、リップ２０に近付いて、これらを挟み得る。締め付けリング２６が下
向きに締められると、フランジ型ジョイントは、圧密及び液密シールを提供することがで
きる。このリングシール１０は、連続的な（contiguous）表面を有する様々なシールを圧
縮し、かつ、形成する。例えば、フランジ２４は、第１シール面３４及びシールビーズ４
４に接触して配置されて、それらの間に第１シールを形成し、リップ２０は、第２シール
面３６に接触して配置されて、それらの間に第２シールを形成し、側壁２２は、第３シー
ル面５４に接触して配置されて、それらの間に第３シールを形成し、そして、リップ２０
は、第４シール面６０に接触して配置されて、それらの間に第４シールを形成する。これ
らのシール全てを、必ずしもリングシール１０を有する特定のフランジ型ジョイントで形
成する必要はない。例えば、第３及びだ４シールを形成しなくても良い。また、様々なシ
ールは、前述したもの以外の別の部品（構成要素）を有するものであっても良い。組み立
てられると、インサート３２は、角度をなす外面７６において締め付けリング２６に当接
し、それにより、リングシール１０の位置がよりよく保持させる。
【００２７】
　この明細書に記載した本発明の実施形態は、単に好ましい具体例を示したのに過ぎず、
それ以外の実施形態も可能である。本明細書では、あえて本発明の均等物（可能な限り全
て）まで言及していない。この明細書に使用した用語は、単に説明のために選択されたも
のであり、本発明の技術的思想を逸脱しない範囲の様々な変形は可能である。
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